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豪州プレリュードＬＮＧプロジェクトからのＬＮＧ購入に関する基本合意書の締結に

ついて 

 

 

当社は、本日、豪州プレリュードＬＮＧプロジェクトからのＬＮＧ購入について、

売主である国際石油開発帝石株式会社（以下、ＩＮＰＥＸ）と基本合意書を締結いた

しました。今回の基本合意に基づき、当社は 2017 年から、ＩＮＰＥＸ保有権益分の  

ＬＮＧのうち年間約56万トンを８年間にわたり購入することになります。 

今後は、最終的な売買契約書の締結に向けてＩＮＰＥＸと協議を進めてまいります。 

 

本プロジェクトは、西豪州沖合のプレリュードガス田およびコンチェルトガス田よ

り産出される天然ガスから、年間約 360 万トンのＬＮＧを、フローティングＬＮＧ※

（Floating LNG：ＦＬＮＧ）方式により、洋上で精製・液化・出荷するプロジェクト

です。 

 

新しいテクノロジーであるＦＬＮＧ方式のプロジェクトからＬＮＧを購入すること

で、当社としてもＬＮＧ供給源の多様化を図ることができるほか、今後のＬＮＧ調達

の安定性および経済性向上にも資するものと考えています。 

 

 当社は、今後も、安定的に電気をお届けする事業者としての責任を持続的に果たす

ため、燃料の安定的かつ経済的な調達に努めてまいります。 

 

※フローティングＬＮＧとは、洋上で採掘した天然ガスを、ＬＮＧプラントを搭載した大型

の船体で精製・液化・貯蔵し、ＬＮＧ船に積出を行う新しい方式のＬＮＧ生産設備。陸上

にＬＮＧプラントを建設する場合と比べ、海上ガス田からのパイプラインが不要となる等

の利点がある。 

 

 

＜基本合意書の概要＞ 

１．契約当事者 売主 国際石油開発帝石株式会社 

買主 東京電力株式会社 

２．供給開始 2017年（予定） 

３．契約期間 ８年間 

４．契約数量 約 56万トン（平年度） 

５．受渡条件 着船渡し（Delivered Ex-Ship:ＤＥＳ）    

 

以 上 



 
＜参考＞ 

 

１．豪州プレリュードＬＮＧプロジェクトの概要 

液化方式： フローティングＬＮＧ（Floating LNG：ＦＬＮＧ）方式 

ＬＮＧ生産能力： 約360万トン／年 

供給開始： 2017年（予定） 

オペレーター： シェル社子会社 

権益比率： シェル社子会社（67.5％）、ＩＮＰＥＸ子会社（17.5％） 

韓国ガス公社子会社（10％）、台湾中油公司(ＣＰＣ)子会社（５％） 

 

 

２．豪州プレリュードＬＮＧプロジェクトの位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ※西豪州ブルーム市の北北東約475キロメートルの沖合 

 

以 上 

 


